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研究成果の概要（和文）： 手術時に体内に残存しても短時間で体外より検知できる閉創前ガーゼ感知システムの構築
を試みた。ガーゼ感知デバイス及び感知ガーゼを数種類試作し、閉創前に感知ガーゼに含まれる金属繊維を検出するこ
とで遺残ガーゼを検知する。これまでの閉創前ガーゼ感知システムの改良で、研究開始当初の検知距離は約10㎝であっ
たが、現在では約30㎝離れた部位から感知ガーゼを検出できるようになった。更に聴覚と視覚に同時に訴えるガーゼ感
知デバイスの試作器を作製したが、現状では遺残ガーゼの位置を特定するシステムではない。

研究成果の概要（英文）：We tried to structure the gauze detection system before closing a surgical 
incision, which can detect remnant gauze outside the body in a short time even if it remains inside the 
body during surgery. We found remnant gauze while creating several types of gauze detection devices and 
gauze for detection and detecting a metallic fiber included in the gauze for detection. By the past 
improvement of the gauze detection system before closing a surgical incision, gauze for detection can be 
now detected about 30cm away from it even though the detection distance was about 10cm when we initially 
started this study. We cannot specify the position of the remnant gauze by image still now however we 
created a prototype of gauze detection device, which appeals to visual and auditory senses at the same 
time.
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１．研究開始当初の背景 
手術時の遺残ガーゼ事故が後を絶たない。

人災である医療事故は一定の頻度でおこり

うる。この分野では個人の努力だけでなく、

医療システムとしての補完が急務である。医

療事故を未然に防ぐには医療安全システム

における多重防護壁の強化が必要となる。本

研究領域で着磁体による磁界の乱れまたは

金属の渦電流変化に着目した研究は我々が

初めてだが、このシステムは低コスト且つＸ

線照射を必要としない。磁界の乱れまたは渦

電流の変化を感知すると、同時に聴覚と視覚

に訴えることにより 100％遺残ガーゼを取り

除くことができる見逃し0の安全確実なシス

テムを目指した。 

 
２．研究の目的 

手術時に体内に残存しても確実に短時間

で感知でき、容易に全て回収できる閉創前ガ

ーゼ感知システムを開発し、医療事故を未然

に防ぐ。 

 
３．研究の方法 

(1)数種類の感知ガーゼ及びガーゼ感知デ

バイスを試作改良し、感知ガーゼの検知距離

を検証する。ガーゼ感知デバイスに含まれる

金属繊維（種類・質量、形状）を変化させる

ことで、検知距離を検証する。 

(2)感知ガーゼに含まれる金属繊維におい

て医療機器としての安全性・信頼性を担保す

る。 

金属繊維の基礎物性試験（溶出試験）を行い、

その結果に基づき金属繊維にコーティーン

グを施行し、医療機器としての安全性を確保

する。 

(3)感知ガーゼに組み込まれた金属の画像

化を試みて、遺残ガーゼの位置を検知する。 

 
４．研究成果 

実際に感知ガーゼ（金属繊維を仕込んだガ

ーゼ）(写真１)とガーゼ感知デバイス(写真

2)（写真 3）を作製し検知距離（図 3）を測

定した。 

 

丸型（ガーゼ１辺 300mm）

 

二重四角型（ガーゼ１辺 300mm）

 

三角型（ガーゼ１辺 300mm）

 

丸型配置パターン 

 

（図 1：感知ガーゼ作製図面） 

 

 



感知ガーゼ作製図面（丸型・二重四角型・

三角型及び丸型配置パターン）の一部（図 1）

を示す。 

 

（写真 1：試作感知ガーゼ） 

実際に試作した感知ガーゼ（写真 1）を示

す。うっすらとガーゼに封入された金属繊維

（丸型・格子型）が確認できる。このような

金属繊維を封入した感知ガーゼを数十パタ

ーン作製し検知距離を測定した。 

 

（写真 2：試作ガーゼ感知デバイス１・ハ

ンディータイプ） 

 

（写真 3-1：試作ガーゼ感知デバイス 2・

ベッド内蔵型） 

 

（写真 3-2：試作ガーゼ感知デバイス検知

部拡大） 

実際に試作したガーゼ感知デバイスの2種

類（写真 2）（写真 3）を示す。上記 2種類の

ガーゼ感知デバイスは磁界の乱れを検知す

る。 

 

（図 2：ガーゼ感知デバイスの配置） 

ガーゼ感知デバイスの配置（図 2）はその

金属繊維の検知様式の違いにより、ハンディ

ータイプかベッド内蔵型を検討した。 

 
（図 3：検知距離の測定） 



本システムはクリケットやステープルに

反応しない点が利点である。更に感知ガーゼ

に含まれる金属繊維は手術ガーゼの使いや

すさを損なわない性状、形体で、ガーゼの種

類に応じて糸状や紐状に形態変化可能であ

ることも特徴である。現状では閉創前に約 30

㎝の検知距離を確保（図 3）できたが、検出

率 100％を目指すには感知デバイスの偽陰性

及び偽陽性の対応が必要となる。 

金属繊維の安全性に関してはウレタンコ

ーティーングにより金属の溶出を防げるこ

とがわかった。今回、聴覚と視覚に同時に訴

えるガーゼ感知デバイスの試作器（写真 2）

（写真 3）を作製したが、遺残ガーゼの位置

検出までは現状では難しかった。 
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